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回転数によって曲がり幅は変わるのか 
2612 小川直 2509 大津公十 2614 可知陽来 

 

要旨 

 『カーブって何だろう？』そのような問いから、私たちはサッカーのカーブシュートの回転数と曲

がり幅の関係について調べている。回転数が増加すれば曲がり幅も大きくなるのではないか、という

仮説のもと、実験を進めている。この研究を通して、カーブシュートの蹴り方を解明していきたい。 

 

１．目的 

テレビで見るサッカーでは上手な選手がカー

ブシュートを打っている。それを見てカーブシ

ュートを打てるようになってみたいと思った。

そのためにカーブシュートについて分析する。 

図 1 カーブシュートの原理 

 

２．実験 

２-１．実験① 

・目的① 

ボール蹴ったときの回転数とボールの曲がり

幅の関係性を見つける。 

 

・仮説① 

回転数が増加することで、曲がり幅も大きく

なる。 

 

使用した器具・装置など 

・ボール ・メジャー ・テープ 

・カメラ(スマートフォン) 

  

テープ(ビニール) 

  

ボール 

 

・研究・実験①の手順 

(1) ボールにカメラに写るような印をつけ

る。(図２参照) 

(2) 蹴る地点から進行方向に向かって真っ直

ぐ線を引く。 

(3) ボールを設置する地点に(2)で引いた線に

対して垂直に線を引く。 

(4) (2)の線と(3)の線の交点にボールを設置

する。 

(5) ボールを進行方向に向かって蹴る。その

様子を横から動画で撮影する。 

(6) 着地地点と線との距離(d)を計る。 

(7) 動画から回転数を計測する。 
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〈回転数の定義〉 

カメラに見えるようにボールを配置する。そ

してボールの印が見えた回数をボールの回転数

とする。 

 

 

図２ 印をつけたボール 

 

 

図３ 実験①の図 

 

〈実験の状況〉 

この実験は回転数が風などの外的要因の影響

をできるだけ受けないように体育館で行った。 

  

・結果① 

回数数が増加することで、曲がり幅が大きく

なっていることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相関係数 0.49706 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・考察① 

わずかながら回転数が増加するほどボールの

曲がり幅が大きくなっていくという相関が見ら

れた。では、回転数を増加させるためにはどの

ような工夫ができるのか。そのような疑問から

二つ目の実験を行い検証した。 

 

２-２．実験② 

・目的② 

ボールの回転数が増加する条件を見つける。 

 

・仮説② 

滞空時間が長くなる、つまり真っ直ぐボール

が飛んでいくと仮定した距離(a)が長くなるほ

ど、回転数が増加する。そして曲がり幅が大き

くなる。 

 

 カメラの 

←撮影方向 
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・実験② 

 実験①と同じ実験を行う。 

 距離 aと回転数を測り、関係性を見る。 

 

 

      図４   実験②の図 

 

結果②

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・考察② 

 滞空時間が長くなるほど回転数が増加する。

よって、カーブシュートを蹴るためには、ボー

ルの飛距離を長く、回転数が増加する蹴り方を

すればよい。 

 しかしながら、回転の仕方が一種類ではなか

ったため、一概に曲がり幅と回転数に関係性が

あるとは言えない。 

 

３．展望 

回転の種類を分けるためにボールの印を工夫

して、回転軸を条件として加える。 

（図５参照） 

正確な実験データを取るため、ボールを蹴る

際に方向を絞れるような条件を付け加えるよう

にする。 

試行回数をもっと増やして、より多くのデー

タをもとに考えられるようにしたい。 

 

図５ 印を工夫したボール 
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